
睡眠歯科筋電図検査
一般社団法人 日本顎関節学会 2025

保険算定概要



chromeextension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000860748.pdf令和2年度歯科診療報酬改定の概要 厚生労働省保険局医療課



「筋電計による歯ぎしり検査の基本的な考え方」（令和2年3月日本歯科医学会）歯科医学会HPに掲載
chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.jads.jp/assets/pdf/basic/r02/document-200401-4.pdf

Ⅰ.目的と概要
歯ぎしりの診断・評価は，問診や咬耗などの臨床所見に基づいて行われてきたが，実際には歯ぎしりを行ってい
ない患者が歯ぎしり患者と診断され1），歯ぎしりに対する口腔内装置による不要な治療などが施行される場合も少なくない．
本検査は，携帯型筋電計を用いて咬筋相当部皮膚に表面電極を貼付し，夜間睡眠時の咀嚼筋活動時に発生する筋電位を筋電図
として記録後，夜間睡眠時の筋活動を客観的に定量化し，得られた数値を基に歯ぎしりの有無，程度を評価するものである．

Ⅱ.筋電図検査の対象者
臨床診断基準（睡眠障害国際分類 第3版 JCSD-3の睡眠関連歯ぎしりの基準）2)により歯ぎしりと診断された患者,お
よび歯ぎしり疑いの患者
・歯ぎしり患者

以下のAとBの条件を両方とも満たす患者
A.睡眠中に，規則的あるいは頻繁に歯ぎしり音が認められる.
B.以下の臨床徴候が最低1つ認められる.

1.異常な咬耗が，上記の睡眠中の歯ぎしりの報告と一致してみられる.
2.朝の一連の顎筋痛や疲労感，側頭痛，朝起床時の開口不能のいずれかが，上記の睡眠中の歯ぎしりの報告と一致してみ
られる.

・歯ぎしり疑いの患者：臨床診断の要件に完全には一致しないが，咬耗，歯ぎしりやくいしばりの自覚などがあり，歯ぎしり
が疑われる場合.

診療録に，睡眠時ブラキシズムの可能性があると判断しうる医療面接内容および臨床所見を記載しておくことも必要である
（一般社団法人 日本顎関節学会） 



Ⅲ．実施方法
1．診療室で患者に筋電計の装着法やスイッチ操作法を十分に説明後，装置を貸し出す．
2．患者が自宅で装置を装着し，睡眠時の筋電図を記録する．

1）装着前に洗顔し，化粧や顔の汚れをしっかり落とす.
2）装置装着部（咬みしめて咬筋が膨らむ部分）を確認後，その部分をアルコール綿でよく清拭する.
3) スイッチをオンにしてから両面粘着シールと電極用の導電性ゲルシートを装置に貼り付け，咬筋部へ粘着させる.
4）起床後，装置を外し，スイッチをオフにする.
5）装置を返却する.

3．保存された記録データを解析し，歯ぎしり波形群（歯ぎしりエピソード）を自動抽出し，1時間あたりの歯ぎしりエピソード
 を算出する2,3)

Ⅳ．診断・評価方法
1時間あたりの歯ぎしりエピソード数が4以上の場合は，歯ぎしり患者の可能性が高い4,5,6)と評価する.
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施設基準の届け出

詳しくは各地域の厚生局HPを参考にしてください

https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kinki/shinsei/shido_kansa/shitei_kijun/h30/tokukei_r06t.html
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